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別府リハビリテーションセンター見学

9月14日（金）に大分県の『別府リハビリテーションセンター』へ2年生が見学に行っ

てきました。毎年言語聴覚学科2年生の恒例行事で、山口県では経験することができない

広大な敷地での医療と地域の連携、自宅復帰のリハビリテーションだけではなく、仕事

や社会復帰に向けての支援（ミニトマトの栽培・出荷）などについても勉強してきまし

た。また、勉強だけではなく、別府温泉名物の「地獄蒸し料理」も堪能してきました。

松尾先生正司先生

緒方先生
大槻先生

倉品学科長

教員として心がけている

言葉を聞きました。この

素敵なイラストは３年生

のTさんに描いていただ

きました。ありがとうござ

います！！

学生がイメージ

しやすい授業を

心がけています。

“わかった”と

いう表情をみる

と嬉しくなりま

す。

患者さんと誠

実に向き合え

る臨床家に

なってほしい

です。一緒に

頑張っていき

ましょう。

患者さんには親切丁寧を

モットーにしています。

患者さん・学生さんには自

主性、夢、希望を大切にし

てほしいと思っています。

「やってみせ、言って聞か

せて、させてみて、ほめて

やれねば人は動かじ」この

言葉が身にしみます。



▸行事予定（９月末～１０月）

９月２９日（土） 紅葉祭

１０月２６日（金） 秋のレクリエーション大会

解剖実習（7月11日）

バーベキュー大会（9月17日）

夏休みも終わりかけの敬老の日でもあった9月17日にバーベキュー大会を開催しました。

2年生が中心となり、多学年に参加を呼びかけ行いました。

途中、小雨も降る中、みんなで楽しく・美味しく頂きました！

毎年恒例行事になるといいなぁ。

７月１１日に、山口大学医学部で行われていた解剖学実

習を見学しに行きました。解剖実習は医学部の学生さん

が御遺体にメスを入れながら人体構造を勉強する時間で

すが、リハ職に携わる学生さんにはその機会がありませ

ん。そこで山口大学にお願いして実習見学をさせていた

だいています。１時間ほどの見学でしたが、人間の体の

構造の奥深さ、２Dでしか教科書で示されない構造を３D

で見る驚き、隙間なく配列される精妙さに学生さんも非

常に多くの感銘を受けました。見学後のレポートでも、

御遺体を提供してくださった方や遺族様への感謝の言葉

で溢れていました。医療に携わる者としての自覚を一歩

進めた見学となりました。





日にバーベキュー大会を開催しました。


